
1 
 

東京大学海洋アライアンス海洋教育促進研究センター・日本財団 共催 

第 1回シンポジウム 

海洋教育促進研究センターの創発 －海は学びの宝庫― 

2011年 5月 ウェブシンポジウム 

パネル「海洋教育の魅力と可能性を探る」 

（パネルディスカッションの発言に替えて） 

 

私の目指す海洋教育像 

 

      東京大学海洋アライアンス副機構長 

東京大学理学系研究科教授  

浦辺 徹郎 

 

はじめに 

 まずはじめにお断りしておかなければならないのは、私は初等中等教育に関しては全く

の素人であるという点である。海底熱水活動や深海底資源の研究に長年携わってきたこと

を活かして、何度も全国の小・中・高等学校で出前授業を行った経験はあるものの、その

ような授業は子供達にとってあくまで「おやつ」の様なもので、血となり肉となるもので

はない。それでも、子供達が瞳を輝かせて、海底の映像や、潜水艇に乗って調査をする体

験に聞き入ってくれると、時間をかけて準備をした苦労が報われて、大学生に専門的な知

識を教えるのとは別の喜びがあった。 

 このたび、海洋教育促進研究センターの設立に関わることになり、担当するレシピがお

やつから主食へと格上げされることになった。さあどうやって作ればよいかとなると、よ

く分からない。そこで教育学者の友人にアドバイスを求めると、教育の現場はさまざまな

問題を抱えている上、理科教育への考え方の違いによる積年の対立があるとのことで、そ

のようながんじがらめの世界に素人が首を突っ込むのかと気分が相当萎えてしまった。 

 気を取り直して、幾つかの文献に当たり、頭の中を整理してみた。まず、海洋教育とは

何かについて考えてみよう。 

 

海洋教育の定義 

 海洋政策研究財団(2009) 「21 世紀の海洋教育に関するグランドデザイン(小学校編)」で

は、海洋教育を以下のように定義している。「人類は，海洋から多大なる恩恵を受けるとと
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もに，海洋環境に少なからぬ影響を与えており，海洋と人類の共生は国民的な重要課題で

ある。海洋教育は，海洋と人間の関係についての国民の理解を深めるとともに，海洋環境

の保全を図りつつ国際的な理解に立った平和的かつ持続可能な海洋の開発と利用を可能に

する知識，技能，思考力，判断力，表現力を有する人材の育成を目指すものである。この

目的を達成するために，海洋教育は海に親しみ，海を知り，海を守り，海を利用する学習

を推進する。」 

 しかしこれは定義ではなく、決意のようである。海洋基本法第二十八条では、国民一般

の海に対する理解・増進を学校教育と社会教育に求めていることから、それをやります、

と立ち上がったということらしい。さらに、同報告書では「理科や社会科等の教科学習の

みならず、教科横断的なアプローチとして、自然に触れ海に親しむための体験活動、また

それらを組み合わせた探究活動によって、総合的な思考力並びに判断力を養う学習」を提

言していることから、そのような学習を海洋教育の定義としているのだろう。 

 

海は学びの宝庫 

 我々のセンターのキャッチフレーズは「海は学びの宝庫」である。そのロゴマークは、

奥深い感性を持つイラストレータ、デナリこと大野舞さんの手になるもので、地球と海の

女神と疑問のＱをモチーフにしている。このことに象徴されるように、海は非常に広範な

人間活動の対象であり、どのような分野もそれを包括的に認識することができず、また教

育の対象としても単一の教科に収めることは不可能である。たとえば、海はさまざまな生

き物と生態系の棲息の場であり、地球の環境を守る緩衝装置であり、水産資源や鉱物資源

をもたらす埋蔵庫であることから、理科教育の一環として海洋教育を捉える人が多いだろ

う。しかし、海辺は昔から生活や生産の場であり、外国や新たな文化へとつながるフロン

ティアであり、海や島をめぐる国家間の争いの場でもあったことから、社会教育で取りあ

げるべき項目も数多い。音楽、芸術の分野でも、我が国では海の出現率が群を抜いている。 

 困ったことに、我々は海洋のような広範な分野にまたがるモノの取り扱いが極めて苦手

である。良く知られているように、「知の体系は細分化されやすいものであり、この逆らい

難い流れは人文社会系、理工系に共通して及び、社会のための科学に対する障壁となって

いる。人文社会系では、複雑な社会現象の解明や対処に対して、個別化した科学相互の協

力が円滑に行えていない。理工系の知は、人工環境の形成に深く関わり、社会の諸々の活

動に多大な影響を与えているが、現状の細分化された知では、多岐に渡る影響の理解や洞

察に限界が見られる。」（日本学術会議、2007）とされる。 

 細分化された科学的知識は、社会の直面する複雑な問題に、適切な解を与えることがで

きないという指摘はさまざまなところから出されている（ラベッツ、1999）。たとえば、本
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年３月１１日に発生した福島第１原子力発電所の深刻事故は、原子力安全委員会の専門家

による安全保証の失敗といえ、このような危険なシステムを原子力分野の技術者のみに任

せていたことに対して見直しが必要となるだろう。 

 このような危険性を指摘していた一群のグループの人がおり、ポスト・ノーマル・サイ

エンスという概念が提示されている。これまで通常の科学（ノーマル・サイエンス）の世

界では、不確実な事実を極力排除し、中立的な価値を持つ＜価値自由な＞事柄について、

その分野固有の方法論によって解が導かれていた。しかし、実際の社会における多くの複

雑な問題においては､典型的に事実は不確実であり､価値は論争的であり､利害関係が大き

く、事態が切迫しているということが多い（フントヴィッツ・ラベッツ、1993）｡ そのよ

うな問題に対して科学が応用されるとき、決して＜ノーマル＞なものではありえないとす

る立場がポスト・ノーマル・サイエンスという概念である｡ここでは、限られた分野の専門

家のみならず、それぞれの地域の人々もまた関係者としてコミュニティーを作ることにな

る、と彼らは指摘する。解決に参加したいと願っているすべての人物から構成される＜拡

張された専門家集団＞の必要性が指摘されているのである。 

 当然のことながら、このような考えは通常の理科系の研究者からは無視されるか、冷淡

に取り扱われている。実際、筆者の属する東大理学系研究科で、このような話がされたの

は聞いたことがない。話を教育に戻すとして、理学系研究者には、理科教育とは自分の専

門分野の基礎的な知識や法則を教えることであると、堅く信じている人が多い。物理学者

であれば物理法則を、化学者であれば化学の基礎を理科教育の中で教えてほしいと切望し

ているのである。たとえば、「科学」の特集「理科教育のグランドデザイン」の座談会(秋

田ほか,2010)を見ても、現場の教師の方と大学の理系研究者の間の理科教育に対する考え

方の違いは明確である。問題は、理科の分野をとっても細分化が進んでおり、教えてほし

い内容も細分化されていることから、初等・中等教育課程の教科書はぎっしり詰まって隙

間が空いていないし、教える側の教師も対応ができないという問題が発生する。困ったこ

とに、「学びの宝庫」といっても、海洋教育が理科教育に入り込む余地など無いように見え

るのである。 

 

海洋教育の目指すもの 

 ここでまた、筆者は落ち込むことになる。日本人が10人集まれば10の全く異なった教育

論が語られるというように、教育問題ほど人を熱くするものはない。そんな状態で海洋教

育をと持ち出そうものなら、袋だたきにあうのは必定である。実際、上記の「21世紀の海

洋教育に関するグランドデザイン(小学校編)」においても、「義務教育における海洋教育は

「海洋」という教科の新設を目的とするのではなく（中略）、新たに教育の目標や内容を



4 
 

追加するものではない。よって、（中略）「海洋教育」と身構える必要はなく、現在行わ

れている学習活動と合致した内容であり、安心して取り扱うことができる。」と、きわめ

て低姿勢である。 

 

 

 

図１．海洋教育と理科教育の目的は異なっている。 

 

 しかし、そこまで低姿勢になる必要はないだろう。図１に示すように、海洋教育の定義

は理科教育と異なるもので、より社会の問題を解決する方法について、生徒たちに未来へ

の希望を持たせるものする必要があるだろう。子供なりに感じている時代の閉塞感を破り、

海という広い世界があることを知らせることによって、理科に強い苦手感を持ちがちな子

供たちに、対象に触れて、さまざまな見方や取り組みが可能であることを示せる教材がで

きれば、子供たちの世界が広がるであろう。ある意味で、ポスト・ノーマル・サイエンス

ならぬ、ポスト・ノーマル・エデュケーションとしての海洋教育が実現されれば、この海

洋教育促進センターの役割は果たせることになるのではないだろうか？ 

 より具体的には、本センターの赤坂先生・窪川先生が「目に見える海」の教材開発に力

を注いでくださるので、丹羽先生の協力を得て私は「目に見えない海」について教材開発

を実施したいと考えている。海が地球環境の保全や将来の資源供給の場としていかに重要

な役割を持っているのか、公共財としての海を守り管理することが人類にとっていかに重

要なことなのか、そして、海を通じて近隣の国々といかにつながっているのか、などなど。
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まさに海は学びの宝庫であり、これを教える手伝いができることに、大きな夢を抱いてい

る。 
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